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（５）「教育推進プラン・江東」点検・評価まとめ  （５）「教育推進プラン・江東」点検・評価まとめ  （５）「教育推進プラン・江東」点検・評価まとめ  （５）「教育推進プラン・江東」点検・評価まとめ  

    

 

着実な成果の確認・向上と、先を見据えた教育行政の取組への期待 

委員長 小川哲男（昭和女子大学大学院特任教授） 

 

１．「こうとう学びスタンダード」の取組の着実な成果と今後への期待 

「こうとう学びスタンダード」の取組の成果が国や都の「全国学力調査」結果

に着実に現れ毎年向上している。本区の教育行政の取組が数字としてその成果を

証明している。特に、カリキュラムの実現を図るための「学びスタンダード強化

講師」の配置は他区に見られない重要な措置であり大いに評価される。今後とも

講師の量的な充実とともに質的な向上を期待している。 

 

２．手厚い教育予算の確保による人的・物的支援の確認と感謝 

点検評価委員会は公募区民、保護者、学校（園）経営者の三者により構成され、

「5つの重点プロジェクト」を点検評価した。その結果、喫緊の教育課題の解決

に向けた取組の着実な推進・成果を評価者全員が確認した。特に、本区が何より

も教育を重視し、財政当局の手厚い教育予算確保による人的・物的支援とともに、

全庁あげての誠意ある組織的な取組を大いに評価し感謝の念を抱いた。 

 

３．長期的な展望に立ち、先を見据えた教育行政の取組への期待 

 これまで積み上げてきた保幼小中連携教育から、小中一貫教育への新たな展開

に着手している。有明地区には、小中一貫校の開校が準備されており、江東区の

教育のパイロット校としての役割が期待され、成果が全区に広がることを望んで

いる。 

 

今後も、教育委員会、学校（園）、地域、保護者が一体となり、長期的な展望

に立って、先を見据え、江東区のこどもを育てる教育行政に強く期待している。 
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教育推進プラン点検・評価委員会設置要綱 

平成２４年３月３０日 

２３江教庶第３０３３号 

（設置） 

第１条 教育推進プラン・江東（以下「推進プラン」という。）の計画的な推

進に資するため、教育推進プラン点検・評価委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 推進プランにおける施策の点検及び評価に関すること。 

(2) その他委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員は、次に掲げる教育長が委嘱する者をもって充てる。

(1) 学識経験者 

(2) 公募により選任された区民 

(3) 区立小学校、中学校及び幼稚園の関係者 

(4) 区立小学校、中学校及び幼稚園に在籍する児童、生徒又は園児の保護者 

(5) その他教育長が必要と認める者 

３ 委員長は、委員の互選により選出する。

４ 副委員長は、委員の中から委員長が定める。

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日から当該年度の末日までとする。ただし、

再任を妨げない。 

（運営）

第５条 委員長は、委員会を招集し、会務を総理する。

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代理する。

３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、又は

他の方法で意見を聞くことができる。 

90



（専門部会） 

第６条 委員長は、必要に応じて、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、委員長から付託された事項について、調査研究する。 

３ 専門部会の部会員は、委員長が指名する。 

４ 専門部会の部会長は、部会員が互選により選出する。 

５ 専門部会の部会長は、必要に応じて専門部会を招集し、会務を総理する。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教育委員会事務局庶務課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 
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